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1988年新疆大学中国言語文学専攻卒業。1996年名古屋大学大学院教育学研究科
にて修士号取得、2001年名古屋大学大学院教育学研究科博士後期課程単位認定
修了。文学博士（2003年愛知学院大学）。2004年北京大学社会学科博士研究員を
経て、2006年より現職。2018年4月より国際日本文化研究センター外国人研究員を
併任。
専門分野は家族社会学、ジェンダー研究、日中比較研究。主な著書・論文に、『中
国における「一人っ子」の家庭教育の特質』（青山社、2018）、「農村の留守児童と全
寮制教育-生活経験の欠如と未成年者への影響についての分析」（『南開学報(哲学
社会科学版)』第2号、南開大学、2018）がある。
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、京都市中心部の会場で継続的に開催して
います。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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コメンテーター  落合　恵美子  京都大学 教授
1987年東京大学大学院博士後期課程単位取得退学。同志社女子大学講師、国際
日本文化研究センター助教授等を経て、2004年より京都大学大学院文学研究科
教授。
専門分野はジェンダー、家族、人口、福祉国家、グローバル化等の歴史社会学お
よび比較社会学。近年はアジア諸社会の家族の比較研究に力を入れている。主な
著書・編著書に、『２１世紀家族へ』（有斐閣、2004）、『２１世紀アジア家族』（共編
著、明石書店、2006）、『アジア女性と親密性の労働』（共編著、京都大学学術出
版会、2012）、『親密圏と公共圏の再編成』（編著、京都大学学術出版会、2013）、
『徳川日本の家族と地域性』（編著、ミネルヴァ書房、2015）など。

14:00～16:00第 3 2 5回 日文研フォーラム    2019 年 1月 11日（金）　

　講師  楊　春華  南開大学周恩来政府管理学院（中国） 准教授／日文研 外国人研究員 

高
齢
化
す
る
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る

家
族
の
変
容

　

中
国
で
は
人
生
八
十
年
、
日
本
で
は
人

生
百
年
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
寿
社
会
の
到
来
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
制
度
が
不
十
分

な
現
実
も
あ
り
、
高
齢
者
の
家
族
は
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
日
本
は
ア
ジ
ア
諸

国
の
中
で
最
も
早
い
時
期
か
ら
高
齢
者
福

祉
の
問
題
に
直
面
し
た
課
題
先
進
国
で
あ

り
、
そ
の
経
験
を
他
の
国
々
が
活
か
せ
る
か

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

本
発
表
は
、
日
本
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
に
基
づ
き
、
現
場
で
得
ら
れ
た
情
報
を
分

析
し
た
う
え
で
、
日
本
の
過
疎
地
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
の
様
子
ま
た
高
齢
者
介
護
に

お
け
る
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
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